
営業力向上研修（実践編）営業行動報告
８班

発表者

障害福祉課 芝 由佳

県立病院 中村 梨沙

道路保全課 百田 将紀

原子力安全対策課 柴田 聡

人事委員会事務局 田中 美穂

丹南土木事務所 榎波 智仁

研修場所：一乗谷朝倉氏遺跡資料館
実施日：平成24年11月３日（土）

発表次第

１．研修目的
（聴き取り調査結果を踏まえて）

２．実施内容

３．実施結果
（アンケート分析や研修実施を受けて）

４．まとめ
（今後の展望）



0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

H21 H22 H23

研修目的（聴き取り調査の結果を踏まえて）
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一乗谷朝倉氏遺跡来場者数

一乗谷朝倉氏遺跡資料館来場者数

データ出典：営業力向上力研修資料
福井県観光営業部観光振興課「福井県観光客入込数（推計）」

○一乗谷朝倉氏遺跡の観光客数は年々増加傾向にある
○一乗谷朝倉氏遺跡資料館も増加傾向にあるものの増加率は遺跡全体にはおよばない
○一乗谷朝倉氏遺跡に訪れた観光客はほとんど資料館には訪れない
○資料館の専用ホームページは存在しない （聴き取り調査より）

【目的】
一乗谷朝倉氏遺跡の来場者を
資料館にも呼び込むこと



実施内容

実施日 ：平成24年11月３日（土）戦国あさくら市
実施内容：資料館を含む遺跡の周遊プランをイ

ベントの来場者にPRした。
また観光客の意識調査、営業行動の
評価のため、アンケートを実施した。

○表紙はインパクトを、地図
は見やすさを重視した



実施結果（アンケート分析や研修の実施を受けて）

チラシについての分析

見やすい
64％

ふつう
36％

※見にくい ０％

・不要な記載を除いた地図を作成
した結果、「見やすさ」について
は成果が得られた。

【地図の見やすさについて】 【周遊プランについて】
長い
20％

ちょうどいい
76％

無回答
４％

※短い ０％

・プランについては、「長い」との
意見がやや出されたため、さら
にポイントを絞ったものが望ま
れる。

資料館への来場者

チラシ配布数 ：280部
アンケート回収：２５部（回収率8.9％）

・アンケート回収率が8.9％であり、さらに資料館に
来場された方でアンケートを持ちながらも提出し
ていただけなかった人が十数人いた。

・上記のことを踏まえると、チラシを受け取った人の
約15％が資料館に来場したと考えられる。

・平成23年の遺跡に対する資料館の来場者が４％

であったことから、今回の活動が集客に効果が
あったといえる。

資料館への来場者

・復原街並の駐車場で、どこに行けばよいか迷ってい
る(看板の地図の前で立ちつくす)来場者が多数見受け

られた。

・従来の観光マップもどこで配っているかわからないよ
うであった。

・今回の活動ではそういった方々に

駐車場ですぐ渡したこと
直接手渡ししたこと

は評価できると考えられる。



まとめ（今後の展望）

【研修の成果】

○必要最小限の記載におさえた地図を作成した結果、観光客には「見やすい」と好評で
あった。

○資料館を含めた周遊プランを記載したチラシを配布した結果、遺跡に訪れた観光客の
約１５％が資料館に訪れ、集客に効果があった。
（平成23年に遺跡の観光客に対する資料館の来場者は約４％）

【反省点】

○周遊プランについて、「長い」との回答がやや見られたため、さらにポイントを絞った
プランが望まれる。

【今後の展望】

○観光客と直接ふれ合うことができる機会を増やす。

○資料館を含めた周遊プランを遺跡の観光者に継続的に発信する。



参考：客層について 10代以下

４％

20代
24％

30代
８％

40代
16％

50代
12％

60代
36％

男性
72％

女性
28％

2富山1静岡

3横浜1鳥取

3不明1岐阜1金沢

※県外の内訳



理解が深まった
96％

無回答
４％

深まらなかった
０％

ぜひ来たい
40％

機会があれば
来たい
60％

来たくない
0％

見たい
92％

見たくない
８％
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